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本剤1バイアルに注射用水または生理食塩液
2mLを加えます。

調製方法

調製後
調製後の溶解液は速やかに使用してください。 
なお、やむを得ず保存を必要とする場合でも、冷蔵庫（2～8℃）に保存し24時間以内に使用して
ください。希釈した点滴静注用液は速やかに使用し、残液は廃棄してください。

混注不可
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1

ゴム栓内側やバイアル壁面に付着した薬剤も
完全に溶かすためにバイアルを逆さまにし、
泡立たないように穏やかに溶解し溶解液とし
ます。なお、バイアル壁面などを観察し、不溶の
薬剤が残っていないことを確認してください。
（溶解液の濃度は75mg（力価）/mL）

2

溶解液を生理食塩液等で希釈し、通常50mL
の点滴静注用液とします。3

本剤を他の薬剤と配合しないでください。


